
令和６年度 全国学力・学習状況調査と県学力調査を活用した学力向上の（ＰＤＣＡ）検証改善サイクル 八代市立第四中学校

本校の重点努力目標 ： 確かな学力の育成のために、①分かる授業への工夫・改善（「四中授業モデル」の実践） ②課題克服対策の着実な実施 ③学習習慣の定着と質の向上

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

課題改善プランの作成 課題改善プランに基づく学習指導の改善 結果分析と課題改善プランの検証・課題把握

【課題改善プラン 【自己採点 【県学調結果に基
【次年度へ向けの作成】(教務部) ※２学期までに取り組む事項の整理と実践に １ 【全国学力学習状況調査 ２ 及び分析】 づく自校の課題
けた課題改善県学力調査等の結果分析を 向けた共通理解（学校全体で） 学 結果に基づく自校の課 学 （教務部） 分析】（教務部）
プラン作成】もとに □県学力調査の結果及び「ま・ナビ・やつしろ」 期 題分析】（学校全体） 期
(教務部)□①重点課題及び共通実践 「授業改善ステップワン」「学力向上やつしろプ □①「熊本の学び推進プ

事項の設定 ラン」の活用と「四中授業モデル」の実践
の

ラン」を活用して全
の

○実践のまとめ
□②校内研修において、改 □授業等に使用する諸調査過去問、たしかめドリ

取 職員で課題の把握 取
と次年度への

善プランに基づいた共 ル・フォローアップ問題のリストアップ
組 □②課題改善プランの達 組

志向
通実践の確認 ・授業での活用(教科書に付箋添付) の 成状況の検証と修正 の □①出題された問 □①学校総体で課題

□③年間を見通した検証改 ・補充学習等での活用（データの配付） 振 振 題の単元等の 把握(校内研修)

善計画の設定 ・家庭学習での活用 確認 □②課題改善プランの達成状況の検証

※昨年度末までの諸学力 □生徒会との連携
り り

□②全国学力・学

調査の結果分析を踏ま ・“挨拶・清掃・学習”の取組
返 ※県学力調査までに取り組む事項の 返 習状況調査と ※年度内に取り組む事項の整理と実践

えた、本年度の全国学 ・学習状況クラスマッチの取組
り 整理と実践に向けた共通理解 り の関連問題等 に向けた共通理解

力・学習状況調査のへ □効果的で落ち着いた環境づくり □諸調査過去問、たしかめドリル・ の確認 □諸調査過去問、たしかめドリル・フ
の取組の確認（教科部 ・「感謝一礼」と「黙想」の意識向上と実践 フォローアップ問題の活用 □③課題改善プラ ォローアップ問題の活用
会での話し合い） ・意識的に質の高い清掃をめざす「無言清掃」 □分かる授業への工夫・改善

ンの達成状況
□分かる授業への更なる工夫・改善の検証

【授業における共通 問題の活用
実践事項の計画】 ① 生徒の課題克服に向けて諸調査過去問、たしかめドリル・ ① 生徒の課題克服に向けて諸調査過去問、たし ※授業内容を振り ① 生徒の課題克服に向けて諸調査過去問、

(研究部) フォローアップ問題等の活用 かめドリル・フォローアップ問題等の活用 返りながら、課 たしかめドリル・フォローアップ問題

□①学力向上に向けた校内 ② 諸調査過去問、たしかめドリル、フォローアップ問題等を ② 諸調査過去問、たしかめドリル・フォローア 題のある問題を 等の活用

研修の計画 活用した教材開発や指導方法の工夫・改善 ップ問題等を活用した教材開発や指導方法の 中心に学び直し ② 諸調査過去問、たしかめドリル・フォ

□②授業における共通実践 工夫・改善 ローアップ問題等を活用した教材開発

事項の確認
や指導方法の工夫・改善

「四中授業モデル」
日常的取組

「授業の約束」など ① 目標(めあて・ねらい)の提示

□③「教科指導の重点」の
② 終末の「まとめ」・「振り返り」を必ず行う

活用 ③ 各教科等の目標達成につながる言語活動(交流)の充実

校 内 研 修

※「四中授業モデル」の実践、分かる授業への工夫・改善
① 全国学力調の結果分析を校内研修で共有
② 研究授業の実施（小研・大研・Ｂブロック研）

※読書活動の充実 ※特に課題のある
・朝自習の読書活動 【基礎基本の徹底(スタディサプリの積極的な活用)】 【基礎基本の徹底(スタディサプリの積極的な活用)】 問題について補 【県学力調査の結果を受け、朝自習、たしか
（１･２年） 充学習 めドリル・フォローアップ問題等の活用)】

・月に３冊の読書量を目指す
・読み聞かせボランティアとの連携 □前期中間テスト前学習会 □夏休み宿題サポート □前期期末テスト前学習会 □後期中間テスト前学習会 □後期期末テスト前学習会
（月に１回程度） の計画（学習委員会・地 の計画（地域学校協 の計画（学習委員会・地 の計画（学習委員会・地 の計画（学習委員会・地

域学校協働活動と連携） 働活動の活用） 域学校協働活動と連携） 域学校協働活動と連携） 域学校協働活動と連携）

学年始休業 １ 学 期 夏期休業 ２ 学 期 冬季休業 ３ 学 期 学年末休業

課題プリント ※学ぶ意欲を喚起 課
※一人一人に し、生徒が主体 【授業との関連を重視しながら、週末課題に諸調査過去問、たしかめドリル・フォローアップ問題、スタディサプリ等を積極的に活用】 題
自らの課題 的に取り組む効 プ
を自覚させ 果的な課題の提 ※家庭学習習慣の定着と質の向上 ※家庭との連携 リ
たうえで取 とＩＣＴ教材の □生活ノート、自学ノートによる見とり □三点固定運動(生活ノートの活用) ン
り組ませる 有効活用 □小中一貫・連携教育の推進 □ノーメディアデーの推進 ト
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※なぜ、この問題が解けなかったのか
※この問題を解くにはどんな力が必要か
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